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【埼玉県小川町】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするICT環境によって実現を目指す学びの姿 

GIGAスクール構想により整備を行った1人1台端末を中心としたICT環境を効果的に活用

し、個別最適化された学習（双方向型一斉授業、状況に応じた個別授業）や各自の考え

を共有し多様な意見に触れる協働的な学びを通じて、児童生徒の学力向上に繋げる。 

 

２．GIGA第１期の総括 

GIGAスクール構想に沿って児童生徒1人1台環境を構築した。 

コロナ渦ではオンライン会議の利用等の成果を得たが、教職員のICTスキルや理解度の

差によって、授業で活用する教職員と活用しない教職員に分かれてしまっている。 

基本的なデジタル教材のアプリは標準化しているが、他自治体から転入した教職員は過

去に使用経験のあるデジタル教材を独自に使用するなど、統一性のない状況が生まれて

いる。 

また児童生徒に起因した故障も多く、端子の誤挿入や落下等によるタブレットのガラス

の破損、キーボードの故障が多く発生している。 

ICT支援員による対応により予備機へ交換など、早急な対応が行えているなかで、今後

のセカンドGIGAに向けて多くの課題が残されているイメージとなった。 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

当町では令和8年度に端末更新、令和9年度から運用開始を予定しているなかで、1人1

台端末の環境を引続き維持することを前提とする。 

（1）1人1台端末の積極的活用 

  教職員への校務支援システムやGIGA端末の運用・活用方法等について、ICT支援員 

を通じて積極的に活用してもらうよう意識付けを行う。 

 

（2）個別最適・協働的な学びの充実 

  「1」で記載したとおり、1人1台端末を効率的に活用し個別最適化された学習の一 

環である「双方向型一斉授業」の実現のため、児童生徒が自分で考えをまとめ、 

教職員と児童生徒がやりとりを行う環境を整備や教職員の意識改革を行う。 

 

（3）学びの保障 

  コロナ渦でのオンライン会議の利用等の成果を基に、不登校児童生徒への授業配 



 

 

信や特別な支援を要する児童生徒へ有効的な支援を検討する。 

  そのためには教職員がICTへの理解や活用促進に前向きに取り組む必要があるため、 

児童生徒だけではなく、教職員へのサポートをICT支援員を通じ、今後も継続的に 

行っていき、積極的なICTの活用促進を図る。 

 


